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Combi 調乳用温水器CH22シリーズ
取扱説明書・点検マニュアル

＜保証書付＞

保存版

本書は調乳用温水器を安全に、また快適にご使用いただくために必要な
内容が記載されています。ご使用前によくお読みの上、正しくご使用・
点検ください。また、本書は大切に保管してください。

調乳用に 70 度以上のお湯を提供できる製品です。

CH22-1（浄水器なし） CH22-3（シンク左・温水器右配置）

※CH22-1（浄水器なし）は「Combi 浄水器セットCH22WP」を付ける
ことで単独設置が可能（別途シンク併設にて）ですので、必ず同時に設
置してください。

※CH22-4（シンク右・温水器左配置）
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 警 告 この表示を無視し誤った取り扱いをすると、人が死亡または重傷を負う可能性がある内容を
示しています。

 注 意 この表示を無視し誤った取り扱いをすると、人が傷害を負う可能性や物的損害が起こる可能
性がある内容を示しています。

●	Combi 調乳用温水器CH22シリーズ（以下本製品）は施設内で調乳をするための浄水器付き（CH22-1
は浄水器が別売）調乳用温水器です。

●	ここに示した注意事項は、取り扱いを誤るとお子さまや操作しているかたへ危害や物的損害の発生が予
想される事項を、危害・損害の大きさ、切迫度により「警告」「注意」に区分し表示しています。ご使用前
によくお読みの上、安全のために必ずお守りください。

Combi 調乳用温水器CH22シリーズ
取扱説明書

製品の用途1

安全にお使いいただくために2

  この絵表示は、してはいけない「禁止」の内容です。

 警 告

　

●	製品を改造しないでください。
	 思わぬ事故につながるおそれがあります。

●	製品を安全に使用していただくために、日常点検と1年ごと、2年ごとの定期点検をお願
いします。

	 点検を怠った場合、製品の老朽化や破損が発見されず、ケガや重大事故の原因になります。

●ブレーカーは確実に押し上げてください。プラグもコンセントに確実に差し込んでください。
火災のおそれがあります。また、水で濡れた手で操作すると感電するおそれがあります。

●故障した製品は放置しないでください。
　誤って使用したり、お子さまが遊んだりするとケガや、重大事故の原因になります。

●目的以外の用途でのご使用はおやめください。

施設のかたへのお願い3

点検方法は、本書11ページの「点検マニュアル」をご確認ください。

※本書に使用しているイラストは、操作方法などをわかりやすく説明するため、製品とは若干異なる場合があります。
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『Combi 調乳用温水器CH22シリーズ』取扱説明書・点検マニュアル

 警 告

●メンテナンス時以外は上蓋をはずさないでください。
　感電、ヤケドのおそれがあります。
●本体近くにガス類や引火物を近づけたり、保管しないでください。
　発火のおそれがあります。
●給湯中とその直後は高温になっていますので、配管部分、注湯口に直接触れないでください。
　ヤケドのおそれがあります。
●排水時には熱湯が出ることがありますので、お湯に触れないでください。ヤケドのおそれがあります。
●	ご使用の前に、施工業者が別冊の「施工説明書」に従って設置・試運転を完了していることをご確認くだ
さい。
●	危険防止のため、お使いになる前にこの取扱説明書をよくお読みになり、十分にご理解の上ご使用くださ
い。お読みになった後はいつでも使用できるように所定の場所へ保管してください。取扱説明書、本体シー
ルの危険注意表示は遵守してください。指示を守らずに発生した傷害、工事に起因する傷害は保証いたし
ません。
●ヤケドのおそれがあります。熱湯の取り扱いには充分にご注意ください。お湯の入った哺乳瓶などを取
り出す際には必ず当て布などをご使用ください。また、給湯口、前面排水管に直接触れないでください。
●	本体が倒れて思わぬ事故につながりますので、下記の事項を必ずお守りください。
・強い力を加えたり、寄りかかったりしないでください（特にCH22-1はご注意ください）
・本体上部を手前や横に強く引っぱったり、倒したりしないでください。
・扉部分（調乳台およびシンク台、各扉とも）に強い力をかけたり、衝撃を与えたりしないでください。
・設置後や地震発生後は固定部のゆるみがないか確認してください。
●	電源プラグをコンセントから抜き差しするときは、濡れた手では行わないでください。感電するおそれが
あります。また、コードを引っぱると断線するおそれがあります。
●	水漏れ事故はお客さまだけでなく近隣にも多大な迷惑、損害を与えます。水漏れなどがないか接続部や浄
水器を日常点検してください。
●	トレイ、水切りフタは必ず正しく設置した状態でお使いください。守らないと水が排水口に流れず、水漏
れします。
①	設置・試運転・移設・廃棄に際しては専門業者へご依頼ください。修理はサービスセンターへご依頼く
ださい。
②	次の作動条件でご使用ください。
1）	上水道
	 健康を害したり機器を損傷するおそれがあります。水道法の水質基準に適合した上水道をお使いく
ださい。

2）	給水温度5〜40℃（凍結しないこと）
	 浄水器や湯槽の破裂や部品の破損による事故が発生します。

 注 意

●湯沸器本体および配管に乗ったり、体重をかけたり、物を載せたりしないでください。
　落ちてケガをしたり、漏水や故障の原因となります。
●デジタル表示部が「Lo」の場合は、飲用しないでください。
　健康を害するおそれがあります。
●水道水以外は使用しないでください。
　井戸水などを使用すると腐食などにより漏水するおそれがあります。
●水道水に添加物を混ぜないでください。
　健康を害したり、漏電、漏水、故障の原因となります。
●	定期的に湯槽を清掃してください（P.18参照）。湯槽内のセンサーにスケールができると運転ができなく
なります。
●	設置工事・水質による不具合はメーカー保証いたしません。また消耗品は有償です。
●	温水器にガス類や引火物を近づけないでください。発火の危険があります。
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お手入れ方法（各部のなまえはP7参照）

●	外装を清掃する場合は中性洗剤を薄めたものでふいたあと、
さらに水ぶき、乾ぶきで洗剤分、水分の残らないようにふき
あげてください。
※湯槽内（2年定期点検時のみ）および給湯口、吐水口、オー
バーフロー排水金具へは、洗剤を使用しないでください。
これらは常に清潔を保つよう、こまめに清掃してください。

●	水切りフタ、トレイ、シンク、シンク排水口、排水トラップは
ゴミや汚れがたまらないよう、こまめに清掃してください。

 注 意

●	本体・表示パネル部に直接水をかけないでください。機器を損傷するおそれがあります。
●	CH22-3/4は標準で浄水器が付属しています。付属の浄水器を必ずご使用ください。
	（CH22-1に浄水器を付ける場合は、別売の「Combi 浄水器セットCH22WP」を必ずご使用ください。
	 以下は当社浄水器を使用する場合の注意事項です。
①汲み置きしないでください。（殺菌作用がなくなっており早く腐敗します） 
②	フィルターカートリッジは消耗品です。必ず定期的にフィルターカートリッジを交換してください
（P.28参照）。
③	赤錆などの異物を多く含む水が給水されるとフィルターカートリッジの目詰まりが発生します。水
質によりフィルターカートリッジの交換時期が早まる場合がありますので、その場合は早期に交換を
実施してください。
④	水漏れや器具の破損などによる事故や故障を避けるため、下記の項目を必ずお守りください。
・お客さま自身でフィルターカートリッジの交換や分解・修理はしないでください。
・専用のフィルターカートリッジ以外は取り付けないでください。
⑤	フィルターカートリッジの交換は、サービスセンターにご連絡ください。

●	長期間お使いにならないときには、湯槽内の湯水を排水し、中を空にし、止水栓を閉じてください。再度
ご使用になられるときは必ず湯槽内や電装部のチェックや、フィルターカートリッジの交換を行ってくだ
さい。これらの作業が必要な場合は、サービスセンターにご連絡ください。
●	調乳台およびシンク台の扉を90°以上開けないでください。丁番が破損します。なお、設置作業などの際、
調乳台およびシンク台の扉は丁番からワンタッチで取りはずすことができます。
●調乳台およびシンク台の扉には鍵が付いていますので、管理責任者のかたは鍵をかけて保管してくだ
さい。（扉が開きますと、一般のお客さまが内部の機器類を操作した場合、事故、故障につながることがあり
ます）
●	冬季など低水温時に頻繁にご使用された場合は適温まで沸かし上げるのに時間がかかることがあります。
●	温水器は毎日のご使用前に必ず給湯口の清掃と、200cc程度の捨て水をしてください。守らないと水質
悪化の原因になります（P.12参照）。
●	使用頻度に関わらず、継続使用中に電源を切らないでください。長期間電源が切れた場合、再度ご使用に
なられるときは必ず湯槽内部・ストレーナ（温水器の給水口に内蔵されているメッシュ部品）を清掃する
メンテナンスを行ってください。これらの作業が必要な場合は、サービスセンターにご連絡ください。
●	断水時には、ご使用しないでください。断水後のご使用は水がにごることがあります。湯槽内の水を入れ
替えてください。
●	給湯口の「スケール防止キャップ　白」は耐熱樹脂製です。スケール防止のため、はずさずに付けたまま
でお使いください。消耗品ですので交換の場合は、サービスセンターにご連絡ください。
●定期点検終了後、温水器に排水管を再接続するときは、排水管途中で水が溜まらないように排水管が排水
側に向かって下り勾配になっていることを確認してください。
●付属水栓について、毎日のご使用の前に下記のように捨て水をしてください。
《CH22-1(Combi 浄水器セットCH22WP付き)の場合》
使いはじめに5分間以上、その後も毎朝の使いはじめに200cc以上の捨て水をしてください。
《CH22-3/4の場合》
使いはじめに5分間以上、その後も毎朝の使いはじめに1分間以上の捨て水をしてください。

●	中性洗剤以外の洗剤を使用する
ことはおやめください。

	 アルコールは指定以外の箇所に
絶対に使用しないでください。
プラスチックが劣化し、退色、ひ
び割れが発生し破損することが
あります。

注
意
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『Combi 調乳用温水器CH22シリーズ』取扱説明書・点検マニュアル

製品仕様4

■製品仕様
品 番 CH22-1 CH22-3 CH22-4

製 品 名 Combi 調乳用温水器CH22-1 Combi 調乳用温水器
CH22-3

Combi 調乳用温水器
CH22-4

外 形 寸 法 W325×D527×H1,398 mm W900×D619×H1,398 mm

質 量 37kg（運転時53kg） 67kg（運転時81kg）

材 質
キャビネット本体／化粧繊維板（低圧メラミン）
扉／化粧繊維板（オレフィン）

キャビネット本体／化粧繊維板（低圧メラミン）
カウンタートップ・扉／化粧合板（高圧メラミン）
浄水器本体／ステンレス鋼

浄 水 器 別売 あり

シンク/温水器
配置 シンクなし シンク左/温水器右

配置
シンク右/温水器左

配置

耐 用 年 数
7年（メンテナンス・消耗部品を除く）
※	正しく点検・整備を実施された上の耐用年数となります。耐用年数を経過しましたら、お取り替えをお願い
いたします。

●	給水温度5〜40℃（凍結しないこと）浄水器や湯槽の破裂や部品の破損による事故が発生します。
●	湿度10〜60％（結露しないこと）

■温水器仕様

製 品 名 Combi 調乳用温水器CH22シリーズ ヒーター容量 定格 1.5kw

外 形 寸 法 W280×D451×H583mm 沸き上がり時間
（水温15℃） 50分程度

貯 水 量 14リットル 質 量 約25kg（満水時）

電 圧 定格 単相100V 材 質 温水器表面材／鋼（防錆処理）、ABS樹脂
温水器湯槽／ステンレス鋼

■推奨部品メーカー・品番
　露出コンセント
　パナソニック：WK3821
　もしくは
　埋込コンセント
　パナソニック：WN19213

●コンセント差込口

正面

●温水器本体寸法図

280

5
8
3

7
6
.5

側面 背面

320

451

101 9539 45

（
2
3
0
）
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■浄水器仕様
種類 Ⅰ形

ハウジング外形寸法 φ104×303mm

ろ過流量（L/分） 4.0

ろ材

プレフィルター 不織布

中間フィルター1 ヤシガラ粒状活性炭

中間フィルター2 特殊繊維状活性炭（イオン交換繊維配合）

最終フィルター 中空糸膜（孔径0.15μm）

遊離残留塩素ろ過能力
（試料水濃度：2mg/L） 100,000L（除去率80％以上）

濁りろ過能力
（試料水濁度：2度時） 20,000L

総トリハロメタンろ過能力 25,000L

CAT（シマジン）ろ過能力 100,000L

溶解性鉛ろ過能力 20,000L

2-MIB（カビ臭）ろ過能力 30,000L

テトラクロロエチレンろ過能力 100,000L

トリクロロエチレンろ過能力 100,000L

PFOS及びPFOAろ過能力 25,000L

使用可能水圧 0.1 ～ 0.5MPa（浄水器単体では0.1 ～ 0.75MPa）

耐圧性 1.75MPa（17.8kgf/cm2）×1分間

質量（満水時） 2.1kg（3.1kg）

ろ材使用限界 12ヵ月以内

配管接続口径 G1/2

試験方法
各ろ過能力はJIS S 3201家庭用浄水器試験方法に基づく試験結果.
PFOS及びPFOAろ過能力は、浄水器の除去性能等試験方法に関する規格基
準(浄水器協会 JWPAS B. ２１０)に基づく試験結果

※製品の仕様は改良などのため予告なく変更することがありますのでご了承ください。
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『Combi 調乳用温水器CH22シリーズ』取扱説明書・点検マニュアル

各部のなまえ5

■ステッカー類の名称

■温水器背面の名称

操作パネル

電源スイッチ
ランプ表示

キー  No.0001
HAFELE（2 個）
※シリンダー錠用

説明マニュアル
CH22

（本書・1 部）

施工説明書
CH22

（1 部）

赤色 緑色

OFF

安全水位

WATER 湯沸中

HEATER
適温
PROPERTEMP 電源

POWER
ON

オレンジ

オーバーフロー用
排水金具
水栓金具

（JA575-13）

吐水口
吐水管

電源コード(1.5m)

給湯ボタン

調乳カバーセット
PRS  CH22  WH

（以下、調乳カバーセット）

水切り蓋 PRS  CH22
（以下、水切りフタ）

シリンダー錠
HAFELE

トレイ  白
（以下、トレイ）

デジタル温度表示調乳用温水器セット
CH22 ホワイト

（以下、温水器）

耐震金具  後  CH22
（以下、耐震金具  後）

前面下カバー  CH22
（以下、前面下カバー）

調乳用台セット
CH22-1/22-2（以下、調乳台）

点検 S1 年用銀
（左右各 1 枚）

耐震金具  前  CH22
（以下、耐震金具  前）

給湯口
※給湯口内には以下の部品が
　取り付けられています。

  ●メッシュフィルター

  ●スケール防止キャップ  白
     （以下、スケール防止キャップ）
　  ※シリコン製

オーバーフロー
排水口（Ｇ3/4）

給水口（Ｇ1/2)

給水管

排水管

シンク台セット  CH22-3
（以下、シンク台）

CH22-1（浄水器なし）

※温水器は全機種共通です。
 温水器各部の名称は、左図を参照して

ください。
 温水器に貼付されたステッカーについ

ては下図の「ステッカー類の名称」を
参照してください。

温度表示ステッカー 白 A
（4 ヵ国語）

温度表示ステッカー 白 B
（４ヵ国語）

使用注意 S 白 C
（4ヵ国語） PRS

注意・警告ステッカー 白
(4ヵ国語 )

丁番調節方法
ステッカー
※扉裏側に貼付

※扉裏側に貼付

※扉裏側に貼付

（CH22-4は対面に貼付）

※調乳台内側面に貼付

※調乳台内側面に貼付

丁番調節方法ステッカー

浄水器ラベル  CH22WP

浄水器ラベル CH22WP

トラブル
シューティング
ステッカー CH22

トラブルシューティング
ステッカー CH22

間接排水
ステッカー

（4ヵ国語 )
シンク
排水トラップ

排水口

シンク台セット  CH22-4
（以下、シンク台）
※シンク右・温水器左の配置
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ご使用方法6

ご使用準備

1 	 止水栓を開ける。

2 	 電源を入れる。

開ける

注：完全に開けます。

注

3 	 電源スイッチを入れる。
※ランプ表示（背面）の は点滅、 は点灯を示
しています。
電源スイッチを「ON」にすると、識別番号(設定
温度)を1.5秒デジタル表示した後、湯槽内に給
水が始まります。

デジタル表示（前面）
　…1.5秒間「02」と表示します。
デジタル表示（前面）
　…「PP」と表示します。
ランプ表示（背面）
　…安全水位ランプが点滅します。

4 	 運転開始の確認。
運転を開始します。

デジタル表示（前面）
　…「Lo」と表示します。
ランプ表示（背面）
　…「安全水位ランプ」が点灯に変わり、湯沸中ラン

プが点灯します。

OFF

安全
水位

WA
TER 湯沸

中

HE
ATE
R
適温
PR
OP
ERT
EM
P 電源

POWER
ON

オレンジ

※識別番号「０２」の沸上げ設定温度は
　「81℃」となります。

1.5秒後…

赤色 OFF

安全
水位

WA
TER 湯沸

中

HE
ATE
R
適温
PR
OP
ERT
EM
P 電源

POWER
ON

オレンジ72℃未満

10分経過しても安全水位ランプが点灯し
ないときは、P.10をご覧ください。注

意

5 	 適温表示の確認。
湯が72℃以上になります。

デジタル表示（前面）
　…	湯温を表示します。
ランプ表示（背面）
　…	適温ランプが点灯します。

赤色 緑色 OFF

安全
水位

WA
TER 湯沸

中

HE
ATE
R
適温
PR
OP
ERT
EM
P 電源

POWER
ON

オレンジ
72℃の場合

ブレーカーは確実に押し上げてください。
プラグもコンセントに確実に差し込んで
ください。
※火災のおそれがあります。また、水で
濡れた手で操作すると感電するおそれ
があります。

警
告

電源プラグ

コンセント
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『Combi 調乳用温水器CH22シリーズ』取扱説明書・点検マニュアル

●熱湯が出るため、ヤケドに注意してください。
●温水器の引き倒しなどに注意してください。 警 告

 注 意

ご使用方法

●70℃以上で調乳のこと。
　温度表示は、72℃になるまでは、「Lo」と表示されます。
　72℃〜81℃の温度が表示されている状態でご使用ください。
●必ずトレイ、水切りフタを設置してご使用ください。
●トレイにミルクを捨てないでください。
●ご使用後は扉を閉めてください。

1 	 トレイの中心に哺乳瓶を置
き、扉を閉める。

2 	 給湯ボタンを押し、
	 お湯を注ぐ。

3 	 タオルなど当て布を使用して
哺乳瓶を取り出す。

ヤケド注意
熱湯！

運転状態の表示

沸 上 げ

緑色 OFF

安全水位

WATER 湯沸中

HEATER
適温
PROPERTEMP 電源

POWER
ON

オレンジ

赤色 OFF

安全水位

WATER 湯沸中

HEATER
適温
PROPERTEMP 電源

POWER
ON

オレンジ

湯沸中適温以下

72℃未満

赤色 緑色 OFF

安全水位

WATER 湯沸中

HEATER
適温
PROPERTEMP 電源

POWER
ON

オレンジ

湯沸中適温

OFF

安全水位

WATER 湯沸中

HEATER
適温
PROPERTEMP 電源

POWER
ON

オレンジ

水位不足

は点滅、　  は点灯を示しています。
※72℃～ 81℃の範囲
　で温度を表示します。

※72℃～81℃の範囲で温度を表示します。
　温度表示中は調乳適温です。湯は 81℃まで沸かしあげます。

※水温が低い場合は、沸くまでに時間がかかることがあります。

※水を継ぎ足している状態です。 ※お湯を出すと、一時的にこの表示になることがあります。
　その場合、温度表示に切り替わるまで数分間おまちください。

※ランプ表示（背面）の は点滅、 は点灯を示しています。
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その他の不具合

●	故障かな？と思っても、実際には製品の故障ではないことがありますので、修理を依頼される前に次の
表を参考にしてチェックしてください。

■デジタル表示・ランプ表示一覧
	 温水器は各種の故障診断機能を備えています。
	 故障や問題が発生したときは前面のデジタル表示と背面のランプ表示で
エラーを表示します。エラー（下表のE0〜E6）が表示されたときは、エ
ラー表示を確認後、まず背面の電源スイッチを切ってください。

表示の状況

内　容 点検事項・原因・処理の方法デジタル
表示（前面）

ランプ表示
（背面）

橙 赤 緑

72～81 ○ － ○ 温度表示 通常表示です。

02 － － － 初期動作時の通常一時表示 通常表示です。初期立ち上げ時のみ一時的に表示されます。

PP ◎ － － 初期給水（安全水位までの給水） 安全水位まで給水されれば通常表示になります。

Lo ○ ○ － 湯温が72℃以下 72℃以上に沸き上がれば通常表示になります。

E0 ○ ◎ － 過昇温検出（設定温度より温度
が高くなった）

ヒーター用リレーの異常
→	電源を切り、サービスセンターへご相談ください。

E1 ◎ － ◎ 給水異常 湯槽内下部水位センサーにスケールが付着している可能性があります。
→	電源を切り、サービスセンターへご相談ください。

E2 ○ － ◎ 温度センサー異常 センサー交換か接続コネクタ交換が必要です。
→	電源を切り、サービスセンターへご相談ください。

E3 ○ － － 沸かし上げ不可 ヒーター異常
→	電源を切り、サービスセンターへご相談ください。

E4＋温度 － ◎ ◎ オーバーフロー

上部センサーにスケールが付着している可能性があります。もしくは
自動給水弁の故障です。
→	機器への給水元栓を締め、電源を切り、サービスセンターへご相談く
ださい。

E5 ◎ ◎ ◎ 温度測定エラー
マイコンの温度読み込み異常
→	1度電源を切り、再度電源を入れるとなおります。なおらない場合
は、電源を切り、サービスセンターへご相談ください。

E6 ◎ ◎ － 給水異常（断水） 温水器に水が供給されていません 
→	運転停止後、給水されたのを確認した後、運転を再開させてください。

◎ 点滅　○ 点灯　ー 消灯

故障と思われる前に

赤色 緑色 OFF

安全
水位

WA
TER 湯沸

中

HE
ATE
R
適温
PR
OP
ERT
EM
P 電源

POWER
ON

オレンジ

ランプ表示 電源スイッチ

状　況 点検事項 処理方法

電源スイッチを押してもラン
プ表示（背面）やデジタル表示
（前面）が点灯しない。

①	ブレーカーがOFFになっていませんか？
②	電源プラグがコンセントに差し込まれてい
ますか？

③	電圧は正常ですか？

①	ブレーカーをONにしてください。
②	プラグを確実に差し込んでください。
③	電圧を誤るとコントローラーが破壊され、一切表
示されなくなります。

→	サービスセンターへご相談ください。

湯の出方が悪い。 ①止水栓は全開になっていますか？
②メッシュフィルターにスケールが付着して
いませんか？

①全開にしないと十分な流量は得られません。
②メッシュフィルターを交換してください。

給水時、温水器および配管に振
動音がする。

給水管に長いフレキ管を使用したり、配管固
定をしていないことはありませんか？

配管を固定していないと「ウォーターハンマー現象」
が起き、振動音が出ることがありますので固定して
ください。

湯が臭い。
湯が汚れている。

新設後で槽内に配管時の油や接着剤が残って
いませんか？

新設時は配管工事の際の油などが流入することがあ
りますので、給湯ボタンを押し続け、湯槽内の湯を数
回入れ替えてください。

漏水している。 ①オーバーフロー管からですか？
②配管接続部からですか？

①	上表「デジタル表示・ランプ表示」のE4をご参照
ください。

②	締めなおしてください。

ご注意） 貯湯式のため、運転開始から沸かし上げには約50分程度の時間がかかります。また、出湯能力以上のお湯は一度に供給できません。
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『Combi 調乳用温水器CH22シリーズ』取扱説明書・点検マニュアル

Combi 調乳用温水器CH22シリーズ
点検マニュアル

『Combi 調乳用温水器CH22シリーズ』を快適
に、また安全にご利用いただくために必要な「日
常点検」「定期点検」の内容を記載したマニュア
ルです。
本書の内容に従い、毎日もしくは週ごとの「日常
点検」、１年ごと、2年ごとの「定期点検」を必ず
正しく実施してください。

●	製品を安全に使用していただくために、日常点検と1年
ごと、2年ごとの定期点検をお願いします。点検を怠っ
た場合、製品の老朽化や破損が発見されず、ケガや重大
事故の原因になります。

●	電気類の点検は感電の危険性も伴うため、必ず絶縁手袋
を使用し、また、ヤケドに注意して実施してください。

日常点検 日常点検は目視・触感で行います。工具は使用しません。 毎日または週ごと

1年定期点検 工具を使用して１年に1回を目安に定期的に点検を行います。 1年1回

必要工具� ※製品によっては使用する工具が異なります。また専用工具が必要な製品もあります。

点検の結果、部品交換が必要な場合があります。　※補修部品の保管期間は生産終了後5年間です。

警
告

ウォーターポンプ
プライヤー

ラジオペンチ マイナス
ドライバー

プラス
ドライバー
（ビットNo.1、No.2）

薄型ラチェット
（プラスビットNo.2)

モンキー
レンチ

トルク
ドライバー
（プラスビットNo.2）

ナイロン
タワシ

運転電流測定用プラグ

クランプテスター

絶縁抵抗計
絶縁手袋

主な測定専用器具

ネジの締め付けは、必ず手動で行って
ください。電動ドライバーなどを使用
すると、破損する場合があります。

注
意

2年定期点検 工具を使用して2年に1回を目安に定期的に点検を行います。 2年1回

点検日の記入
定期点検後、本書記載のチェックシート
と温水器本体側面に貼付の『点検ステッ
カー」に点検日をご記入ください。
また、点検ステッカー追加のご注文は、
サービスセンターにて承ります。
（有償）

指定以外の部品・
工具は使用しな
いでください。

警
告

「Combi 調乳用温水器CH22-1/3/4」の点検サービス（有料）について
「Combi 調乳用温水器CH22シリーズ」を安全に長期間ご使用いただくために、点検サービスをご用意しております。
導入後1年ごとに行っていただく＜フィルターカートリッジ交換＞、2年ごとの＜フィルターカートリッジ交換＋温
水器本体の点検＞がございます。詳しくは、サービスセンターへお問い合わせください。
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日 常 点 検1
点検項目 点検方法 判断基準 不良の処置

①トレイの設置確認 目視 トレイ、水切りフタが正しい位置に設
置されていること

トレイ、水切りフタの
正しい設置

②給湯口の清掃 目視 汚れ、スケール、水の付着がなく、清潔
を保つこと

スケール防止キャップをは
ずし、清潔な乾いた布でふく

③スケール防止キャップ 目視 スケール防止キャップのはずれ、汚れ、
破損のないこと

スケール防止キャップ
の設置、破損は交換

④メッシュフィルターの清掃 目視 フィルター目詰まりがないこと 交換
⑤捨て水（温水器） 毎朝使う前に

捨て水 — 200cc程度の湯を
捨て水する

⑤捨て水（付属水栓） 毎朝使う前に
捨て水 —

CH22-1（Combi 浄水器セッ
トCH22WP別売）は、
200cc以上の捨て水をす
る。CH22-3/4は約1分間、
捨て水をする。

⑥トレイの清掃 目視 汚れ、水の付着がなく、清潔を保つこと トレイははずして水洗い。
外観部分は中性洗剤で汚
れをふきとった後、水ぶき

⑦内部の浄水器表面の清掃 目視 水滴が付いていないこと ふき清掃
⑧漏水全般についての点検 目視・触感 本体および各配管接続部に漏水のないこと 接続しなおし、部品交換
⑨コードおよび接続部の点検 目視 コードが熱を持っていたり損傷してい

ないこと、またコンセント接続部にゆ
るみのないこと

交換

⑩ネジ類のつぶれ、ネジの変形など 目視・触感 十字穴などのつぶれ、ネジの変形、錆の
発生がないこと

交換

⑪扉類、カバー類、丁番各ネジの
ゆるみやぐらつきがないこと

目視・触感 手で動かしてみてぐらつきなどの有無
を確認

ネジの締めなおし、また
は部品交換

⑫扉類の開閉がスムースで温水器
の扉はロックが確実であること

動作・目視・
触感

開閉具合、締り具合の確認 交換

⑬本体（特に上部）にぐらつきが
ないこと

目視・触感 本体上部を揺らすようにして確認 固定金具の追加など

⑭ステッカー類のはがれなど 目視 はがれ、汚れなど 交換
⑮水栓金具の動作確認① 動作 左右の首振りがスムーズであること ネジの締めなおし、また

は部品交換
⑯水栓金具の動作確認② 動作 水漏れのないこと ネジの締めなおし、また

は部品交換
⑰給湯ボタンの確認 動作 ボタンを押して水が出ること 修理・交換
⑱給水管、排水管の破損および水
漏れの確認

目視・触感 割れ、破損、水漏れのないこと 修理・交換

②給湯口
③スケール防止キャップ
④メッシュフィルター

⑦浄水器

⑨電源コード

⑱給水管

⑱排水管

⑧配管接続部
⑮⑯水栓金具

吐水管

吐水口

⑩ネジ⑩ネジ

⑫温水器の扉
⑫鍵トラS座金+CH22キャビ右扉組WH
  （以下、シンク台扉）

⑫丁番S座金+CH22キャビ左扉組WH
  （以下、シンク台扉）⑫鍵トラS座金+CH22-1

　調乳台扉組WH
　（以下、調乳台扉）

⑪アクリル扉丁番 GH3400SS
　（以下、丁番）

⑰給湯ボタン（型番 C-33）

⑪スライド丁番　360-C26/19T
　（以下、丁番）

⑪スライド丁番　360-C26/19T
　（以下、丁番）

①⑥トレイ、水切りフタ
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『Combi 調乳用温水器CH22シリーズ』取扱説明書・点検マニュアル

点検時に異常を発見したら、ただちに使用を中止し、コンビウィズ（株）サービスセンターまでご連絡ください。

点検項目 点検方法
動作・目視・触感

月日 月日 月日 月日 月日 月日 月日

／ ／ ／ ／ ／ ／ ／
台 台 台 台 台 台 台

①トレイの設置確認 目視

②給湯口の清掃 目視

③スケール防止キャップ 目視

④メッシュフィルターの清掃 目視

⑤捨て水（温水器） 毎朝使う前に捨て水

⑤捨て水（付属水栓） 毎朝使う前に捨て水

⑥トレイの清掃 目視

⑦内部の浄水器表面の清掃 目視

⑧漏水全般についての点検 目視・触感

⑨コードおよび接続部の点検 目視

⑩ネジ類のつぶれ、ネジの変形など 目視・触感

⑪扉類、カバー類、丁番、各ネジのゆるみやぐ
らつきがないこと 目視・触感

⑫扉類の開閉がスムーズで、温水器の扉は
ロックが確実であること 動作・目視・触感

⑬本体（特に上部）にぐらつきがないこと 目視・触感

⑭ステッカー類のはがれなど 目視

⑮水栓金具の動作確認① 動作

⑯水栓金具の動作確認② 動作

⑰給湯ボタンの確認 動作

⑱給水管、排水管の破損および水漏れの確認 目視・触感

点検者

承認者

日 常 点 検 チェックシート
このページをコピーして点検にご利用ください。記入した後は大切に保管してください。

毎日または週ごと

特記事項

Combi 調乳用温水器CH22シリーズ
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定 期 点 検2
■1年定期点検（フィルターカートリッジ交換サービス：有料）

点検項目 点検方法 判断基準 不良の処置

❶浄水器交換 目視 水流に変化のなきこと、および目づま
りのなきこと

交換
（サービスセンターへ）

❷浄水残留塩素濃度の測定 目視
（残留塩素濃度
測定器具確認）

原水と浄水の測定結果比較にて原水
よりも浄水の残留濃度が減っている
こと

交換

❸浄水確認（味・異物） 味に異変のなきこと、および異物のな
きこと

交換

❹吐水管内部の確認 目視 吐水管内部に汚れのなきこと 清掃
※	吐水管内部ブラッシング整
流板清浄（アルコール洗浄）

❺給湯口・吐水口周辺の確認 目視 給湯口・吐水口周辺に汚れのなきこ
と

清掃
※給湯口・吐水口周辺ブラッ
シング整流板清浄（アル
コール洗浄）

❻吐水口周辺の確認 目視 吐水口周辺に汚れのなきこと 清掃
※吐水口周辺ブラッシング
（水道水、通水）

■1年定期交換部品（消耗部品）
①フィルターカートリッジの交換⇒フィルターカートリッジの交換はサービスセンターにご連絡ください。

■2年定期点検（フィルターカートリッジ＋温水器点検交換サービス：有料）
点検項目 点検方法 判断基準 不良の処置

1温水器給湯口の確認 目視 スケールのなきこと 清掃
※スケール除去

2温水器湯槽内の確認 目視 スケールのなきこと 清掃
※スケール除去

3ヒーターの確認 目視 スケールのなきこと 清掃
※スケール除去

4水位センサー（上部、下　
　部）、温度センサーの確認

目視 スケールのなきこと 清掃
※スケール除去

5絶縁抵抗測定 測定 2MΩ以上 修理

6コネクタ結線のゆるみや
　抜け無しの確認

触感 抜けやゆるみのないこと 修理・交換

7各部の配線
　接続部の増し締め
　締め付け確認

触感 接続部の抜け、ゆるみのないこと 修理・交換

8	アース線結線接続部の増し
締め、締め付け確認

触感 接続部の抜け、ゆるみのないこと 修理・交換

9給水バルブ 目視・動作 動作すること 修理・交換

⓾水位センサー（上部・下部） 目視・動作 動作すること 修理・交換

⓫前面デジタル表示、背面操
作パネルの表示確認

目視・動作 動作すること 修理・交換

⓬給湯バルブ 目視・動作 動作すること 修理・交換
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点検項目 点検方法 判断基準 不良の処置

⓭排水管の確認 目視 途中で水が溜まらないこと。下り勾
配になっていること

修理・交換

⓮本体カバー、調乳カバー
セットの確認

目視 汚れ，破損のなきこと 清掃・交換

⓯運転電流測定 測定 定格15A±10％ 容量不足
（施設に連絡）

⓰温水器の転倒防止対策 目視・触感 調乳台およびシンク台への固定が
しっかりされていること

修理・交換

⓱調乳台およびシンク台の
　転倒防止対策

目視・触感 床・壁隣接什器等への固定がしっか
りされていること

修理・交換

■2年定期交換部品（消耗部品）
①オーバーフロー管Oリングの交換	 （P22参照）
②給水管パッキン交換	 （P23参照）
　排水管パッキン交換	 （P23参照）
③中フタシリコンチューブ交換	 （P23参照）
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定 期 点 検 手 順

1 	 鍵の準備、作業場所の養生。
調乳台およびシンク台の鍵を管理者から受け取
り、作業場所を養生してください。
調乳台およびシンク台に水が付着していると危
険ですので、点検前にそれらの台の水をふき取っ
てください。

2 	 給水管の止水栓を閉め、温水器背面の電源
スイッチ（赤色）をOFFとし、電源プラグを
抜く。

3 	 前面下カバーと調乳カバーセット、トレイ
を取りはずす。
取りはずした前面下カバーと調乳カバーセット、
トレイは破損防止のため落下するおそれのない
場所へ保管してください。
●2年定期点検項目1
　「温水器給湯口の確認」（P.14参照）

	 【止水栓を閉める】

	 【電源スイッチをOFF】

	 【電源プラグを抜く】

閉める

注：完全に閉めます。

注

温水器 背面

電源スイッチ

温水器の背面にある
電源スイッチを OFF
にしてください

電源プラグ

コンセント

調乳カバーセット

前面下カバー

前面下カバーと
カバー取付穴

トレイ

給湯口

調乳カバーセット
固定用ネジ（M6×20）

	 【トレイと調乳カバーセットを取りはずす】

	 【前面下カバーを取りはずす】

前面下カバー耐震金具  前

前面下カバーと
温水器取付穴

前面下カバーと
耐震金具取付穴

前面下カバー
固定用ネジ

前面下カバー
固定用ネジ

（φ4×8）

（ネジは前面下
  カバーと一体です）

絶対に濡れた手で触らないでください。警
告

3
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	 【中フタを取りはずす】

	 【排水受け（シンク・洗面器など）を確認・用意する】

6 	 湯槽内の湯を排出させる。
❶	湯槽内に接続されているオーバーフロー管か
らは湯槽内の湯が排出されます。

	 シンクで受けるなどの措置を必ず講じてくだ
さい。CH22-3/4はオーバーフロー用排水
金具からシンクに排水されます。（※注意を
参照）

❷	湯槽内の湯は高温です。設備側の配管保護の
ため水で温度を下げながら排出させます。

　（※注意を参照）

5 	 中フタを取りはずす。
中フタを固定しているネジ（4ヵ所）を取りはず
し、上に引き上げてはずします。（※注意を参照）
中フタについているシリコンチューブは消耗部
品ですので新品に交換してください。

	 【中フタ固定ネジをはずす】

●	中フタは熱くなっていますので取りはず
しには注意してください。

●	湯槽内には高温のお湯が貯まっています。
●	湯槽内からは湯気が出ますので注意して
ください。

注
意

固定ネジ
（4ヵ所）

注：湯槽内のお湯を十分に冷ましてから
作業を行ってください。

注

注
注：固定ネジをなくさ

ないでください。

中フタ

中フタシリコン
チューブ（白色）

交換するため取り
はずしておいてく
ださい。

排水管

排水管 シンク・洗面器など

注：排水はいったん開始
させると、止めること
ができませんので必ず
確認してください。

定 期 点 検 手 順

	 【上フタをはずす】

上フタ

中フタ

注：引掛けによるケガに注意してください。

注

4 	 上フタを取りはずす。
上フタを固定しているネジ（側面、背面各2ヵ
所）を取りはずし、上に引き上げてはずします。 
取りはずしたネジを紛失しないよう保管してく
ださい。
※	壁が近接している場合は、薄型ラチェットを使
用してください。

	 【上フタ固定ネジをはずす】

固定ネジ
（背面２ヵ所）

上フタ

固定ネジ
（側面２ヵ所）

注：固定ネジをなくさないでください。

注
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●	排水は一旦開始させると止めることがで
きませんので、シンク・洗面器などに確実
に排水されることを確認してください。

●	湯気で火災報知器などが作動しないよう
な状態とし排水を行ってください。

●	設備側の排水管（フレキ管など）は排水中
は高温となりますのでご注意ください。

●	やむを得ず高温で排水する場合は、シン
クの水栓から同時に冷水を流すなど設備
側、シンク側の排水配管が高温にならな
いようにしてください。

注
意

	 【オーバーフロー管を取りはずす】
	 締め込みがかたく、ゆるみにくい場合には、いったん工

具（ウォーターポンププライヤー）でオーバーフロー管
を軽くまわした後、手でゆるめてください。

	 【排水の開始】
	 オーバーフロー管を引き抜くと排水が開始されます。

	 【排水の確認】
	 排水中は水が外部へあふれないよう、確認しながら

行ってください。

7 	 温水器を横に移動させる。
❶	給水管・排水管を温水器から取りはずします。
❷	温水器を持ち上げ、図Aのように前に引き出
し移動させます。

❸	次に、図Ｂのように横へスライドさせます。
その際、背面の給水口、排水口、電源コード
も注意して移動させてください。

8 	 ナイロンたわしで清掃を行う。
❶	湯槽内の清掃を行ってください。
●2年定期点検項目2「温水器湯槽内の確認」（P.14参照）
❷	ヒーターの清掃を行ってください。
●2年定期点検項目3「ヒーターの確認」（P.14参照）
❸	水位センサー（上部、下部）と温度センサーの清
掃を行ってください。

●2年定期点検項目4
　「水位センサー、温度センサーの確認」（P.14参照）
❹	注湯口の清掃を行ってください。
❺	トレイ、水切りフタの清掃を行ってください。
❻	清掃後は水ですすぎ、清浄化していることを
確認してください。

ゆるめる

Oリング
付けたままに
して置いてく
ださい。

オーバー
フロー管

注：排水をはじめる
と、止めることが
できませんので
ご注意ください。

排水管

排水管 シンク・洗面器など

❸	ウォーターポンププライヤーでオーバーフ
ロー管の上ふちを持ち、反時計まわりにまわ
してください。

❹	湯の排出が完全に終了した後に設備側給水
管・排水管（フレキ管など）を取りはずしてく
ださい。

❺	温水器給水口・排水口内のフィルターは清掃
してください。

❻	湯槽内オーバーフロー管についているOリング
は消耗部品ですので新品に交換してください。

給水口
排水口

電源コード

約6cm
横に移動

約3cm
前に移動

図A 図B

水位センサー（上部） 水位センサー（下部）/温度センサー

トレイ

水切りフタ

ヒーター

注湯口
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10 	 ヒーターの絶縁抵抗を測定する。

❶	給水バルブをビニール袋などで覆います。
	 （※バルブからの水が配線にかかるのを防ぐ
ため。）

	 ステンレスのプレートのネジ2ヵ所をはずし
ます。

❷	プレート裏側の配線を引き出します。

ステンレスの
プレート

固定ネジ
（2ヵ所）

ビニール袋

ビニール袋

ステンレスの
プレート

定 期 点 検 手 順

	 【前面ケースを取りはずす】

前面ケース

メッシュ
フィルター

給湯口

スケール
防止キャップ 

給湯ボタン（赤色）

下げる

❷	前面ケースを取りはずします。
1）スケール防止キャップを取りはずします。
2）給湯口が見えなくなる程度に前面ケースの
みを押し下げます。（約10mm程度）

3）前面ケースを手前方向に引き出します。そ
の際、コードをコードロックから取りはず
してください。手前方向に引き出し、床に
置きます。

4）LED温度表示部に繋がっている配線は繋
がったままとしておいてください。

●	前面ケースと湯槽は「LED表示部の配
線」と「電源スイッチの配線」が繋がって
います。

●	前面ケースを強く引っぱり過ぎないで
ください。無理に引っぱるとコードが
切れるため、はずす際には、注意して
はずしてください。

●	電気部品に水をかけないでください。

注
意

9 	 前面ケースを取りはずす。
❶	前面ケースを固定しているネジを左右5ヵ所
づつ、計10ヵ所を取りはずします。

※取りはずしたネジは紛失しないよう保管してください。

	 【前面ケース固定ネジをはずす】

固定ネジ
（片側 5 ヵ所）

注： 固定ネジをなくさ
　　ないでください。

前面ケース

注
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❸	基板から2線（黒色配線）・4線（緑・青・水・黒色
配線）・5線（茶・赤・黄・紫・白配線）の3種類の
コネクタをはずしてください。

❻	ヒーター端子を戻します。ヒーター端子の締
め付けには1.5N・mトルクドライバーを使
用してください。（※注意を参照）

【参考資料】電装接続部の締め付けトルク一覧表

ネジの種類 トルク（N・m）

M3 0.63

M4 1.50

M5 3.00

M6 5.20

M8 12.50

アース

4 線
（緑・青・水・黒配線）

5線
（茶・赤・黄・紫・白配線）

2線
（黒配線）

ヒーター端子

ヒーター

温水器アース
　　　（緑線）

温水器湯槽内

温水器底面裏

❹	端子台のヒーター端子をドライバーではずし、絶
縁抵抗計を使用して、端子台のヒーター端子と温
水器アースの絶縁抵抗を測定してください。

●	2年定期点検項目5「絶縁抵抗測定」（P.14参照）

❺	絶縁抵抗測定終了後は基板に接続されていた❸の
3種類のコネクタを元に戻してください。

ヒー
ター

ヒー
ター

ヒーター端子

コネクタ

コネクタ

ヒー
ター

ヒー
ター

トルクドライバー（1.5N・m）

ヒーター端子

11 	 電装部品の点検を行う。
❶	各コネクタを軽く引っぱり、ゆるみや抜けの
ないことを確認してください。

●	2年定期点検項目6
	 「コネクター結線のゆるみや抜け無しの確認」
（P.14参照）

コネクタ

コネクタ
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❸	給水管の止水栓（設備側）を開けてください。

❹	電源プラグを電源コンセントに差し込んでく
ださい。

❺	電源スイッチ（赤色）をONにしてください。
	 温水器への給水が開始されます。
●	2年定期点検項目9「給水バルブ」（P.14参照）
	 給水バルブが動作していることを確認してく
ださい。

開ける

注：完全に開けます。

注

電源プラグ

コンセント

温水器 背面

電源スイッチ

温水器の背面にある
電源スイッチを ON
にしてください

定 期 点 検 手 順

絶対に濡れた
手で触らない
でください。

警
告

❷	温水器背面に接続されていた排水管と給水管
を仮復旧させてください。

給水管

排水管

12 	 湯槽への水張りを行う。
❶	湯槽内のオーバーフロー管を時計まわりにね
じ込んでください。（※Oリングは古いものを
使ってください）

Oリング
（旧品）

オーバー
フロー管 しめる

❸	温水器アースは確実に締め込まれていること
を確認してください。

●	2年定期点検項目8
	 「アース線結線接続部の増し締め、締め付け確
認」（P.14参照）

❹	電源コードを含めた配線全般に傷、変色など
がないことを確認してください。

❺	上記❶〜❹の確認を終えたら、ステンレスの
プレートを取り付けてください。（P.19参照）

❻	給水バルブのビニール袋をはずしてくださ
い。

アース

温水器アース
温水器底面裏

❷	各部のファストン端子や配線を軽く引っぱる
などして、ゆるみや抜けのないことを確認し
てください。

●	2年定期点検項目7
	 「各部の配線、接続部の増し締め
　締め付け確認」（P.14参照）
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❻	電源が入ると、最初に02が表示され、すぐ
にPP表示に変わり、安全水位まで給水され
るとLo表示になります。（02→PP→Lo表示）

●	2年定期点検項目�
	 「水位センサー（下部）」（P.14参照）
●	2年定期点検項目�
	 「前面デジタル表示、背面操作パネルの表示確
認」（P.14参照）

●	2年定期点検項目�「給湯バルブ」（P.14参照）
	 給湯ボタンを押して、水が出ることを確認し
てください。

	 コップや受け皿などを用意し、給湯ボタンを
押して、水が出ることを確認してください。

❽	給水管の止水栓（設備側）を閉めてください。

❼	電源スイッチ（赤色）をOFFにしてください。

❾	電源プラグを電源コンセントから抜いてくだ
さい。

13 	 漏水点検を行う。
❶	給水電磁弁など温水器給水経路の漏水有無を
目視や触るなどして確認してください。（※
注意を参照）

❷	排水中継管など温水器排水経路の漏水有無を
目視や触るなどして確認してください。

❸	湯槽内底部からヒーター取り付け部の漏水有
無を目視や触るなどして確認してください。

❹	電磁弁接続部や給湯口管接続部の漏水有無を
目視や触るなどして確認してください。

❺	その他各溶接部の漏水有無を目視や触るなど
して確認してください。

❻	漏水がないことを確認した後に、前項 6 の手
順を参考に湯槽内の水を排出させてください。

❼	湯槽内の水を排出した後にオーバーフロー管
を清掃し、Oリングを新品に交換したオーバー
フロー管を再度取り付けてください。

●	2年定期交換部品項目（消耗部品）①
	 「オーバーフロー管Oリング交換」（P.15参照）

閉める

注：完全に閉めます。

注

温水器 背面

電源スイッチ

温水器の背面にある
電源スイッチを OFF
にしてください

電源プラグ

コンセント

ランプ表示

緑色

適温
PR
OP
ERT
EM
P

Oリング
（新品）

オーバー
フロー管

しめる

注：Oリングは必ず
　　新品に交換。

注

絶対に濡れた
手で触らない
でください。

警
告

❽	温水器に仮接続されている給水管と排水管を
取りはずしてください。

●	漏水点検時は必ず電源プラグを電源コ
ンセントから抜いてください。

●	漏水点検時は電装部配線を引っ掛けた
りせず、注意しながら行ってください。

注
意

排水管

給水管
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定 期 点 検 手 順

	 【給湯口にスケール防止キャップ、メッシュフィル
ターを取り付ける】

メッシュ
フィルター

給湯口

スケール
防止キャップ

※スケール防止キャップは必ず
▼マークが前にくるように、
取り付けてください。

注：電気部品に水をかけ
　　ないでください。

②上げる
①本体に押しあて

前面ケース

コードロック

電気部品

	 【前面ケースを取り付ける】
	 コードロックにコードをはさんでから、前面ケース

を取り付けてください。

	 【前面ケース固定ネジを取り付ける】

固定ネジ
（片側5ヵ所）

前面ケース

	 【上フタを取り付ける】

上フタ 固定ネジ
（背面2ヵ所）

固定ネジ
（側面2ヵ所）

15 	 試運転を行う。
❶	中フタ、上フタ、前面ケース、トレイ、カバー
を復旧させてください。

●	2年定期交換部品項目（消耗部品）③
	 「中フタシリコンチューブ交換」（P.15参照）

	 【中フタを取り付ける】

固定ネジ
（4ヵ所）中フタ

中フタシリコンチューブ
（新品）
中フタのふくらんだ部分
へ取り付けてから本体へ
固定してください。
注：中フタシリコンチューブ

は必ず新品に交換。

注

14 	 温水器を耐震金具のついた調乳台およびシ
ンク台に戻し、温水器に接続されていた給
水管と排水管を復旧する。
給水管、排水管ともパッキン類は必ず新品に交
換してください。
●	2年定期交換部品項目（消耗部品）②
	 「給水管・排水管パッキン交換」（P.15参照）

排水管

洗面台などへ
排水

給水管

耐震金具  後

調乳台またはシンク台 	 ●コードを取り付けるときは
	 コードロックにコードをはさむ際は、電気部品にコード

が触れないように取り付けてください。

前面ケース側

注：電気部品は少しで
すが熱を発生して
います。コードが
長期間接触してい
た場合は、発火の
おそれがあります
ので、必ず電気部
品に触れないよう
に取り付けてくだ
さい。

コード
ロック

コード

電気部品

排水管途中で水が溜まらないように、
排水管が排水側に向かって下り勾配に
なっていることを確認してください。

注
意

●	2年定期点検項目�「排水管の確認」
	 （※注意を参照）
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耐震金具 耐震金具

●	2年定期点検項目�
	 「本体カバー・調乳カバーセットの確認」
	 （P.14参照）
❷	給水バルブを開けてください。

	 【調乳カバーセット、トレイを取り付ける】

❸	電源コンセントで電圧測定を行ってくださ
い。定格電圧100V±10%以内であること
を確認してください。

❹	電源コンセントに運転電流測定用プラグを
差し込んでから電源プラグへ差し込んでく
ださい。

❺	電源スイッチをONにしてください。

❻	給水が下側センサー位置で止まったら電源ス
イッチをOFFにしてください。

❼	設備側オーバーフロー管から漏れなどがない
ことを確認してください。

❽	漏れがないことを確認できたら、再度電源ス
イッチをONさせてください。

❾	運転電流測定用プラグ部分をクランプテス
ターにて運転電流を測定してください。

	 定格電流15A±10%以内であることを確認し
てください。

	 アース線（緑色）以外の白・黒どちらか1本を
測定してください。

●	2年定期点検項目�「運転電流測定」（P.15参照）

●	2年定期点検項目�
	 「温水器の転倒防止対策」（P.15参照）
	 温水器の耐震金具のネジの確認および増し締
めをしてください。

●	2年定期点検項目�
	 「設置台の転倒防止対策」（P.15参照）
	 設置台の耐震金具のネジの確認および増し締
めをしてください。

	 【運転電流を測定する例】

以上でCH22シリーズの保守点検作業は完了です。

温水器 背面
電源スイッチ

温水器の背面にある
電源スイッチを ON
にしてください

運転電流測定用プラグ

コンセント

開ける

注：完全に開けます。

注

	 【止水栓を開ける】

前面下カバー耐震金具  前

前面下カバーと
温水器取付穴

前面下カバーと耐震金具取付穴

前面下カバー
固定用ネジ

前面下カバー
固定用ネジ

（ネジは前面下
  カバーと一体です）

クランプテスター

⓫	試運転終了後は運転電流測定用プラグをはず
してください。

	 【前面下カバーを取り付ける】

トレイは調乳カバーセット下部の穴にしっ
かりと差し込んでください。

調乳カバーセット

前面下カバー

前面下カバーと
カバー取付穴

トレイ

給湯口

調乳カバーセット
固定用ネジ

絶対に濡れた
手で触らない
でください。

警
告
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『Combi 調乳用温水器CH22シリーズ』取扱説明書・点検マニュアル

点検項目 点検方法
動作・目視・触感

年月日 年月日 年月日 年月日 年月日

／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／
台 台 台 台 台

日常点検項目

①トレイの設置確認 目視

②給湯口の清掃 目視

③スケール防止キャップ 目視

④メッシュフィルターの清掃 目視

⑤捨て水（温水器） 毎朝使う前に捨て水

⑤捨て水（付属水栓） 毎朝使う前に捨て水

⑥トレイの清掃 目視

⑦内部の浄水器表面の清掃 目視

⑧漏水全般についての点検 目視・触感

⑨コードおよび接続部の点検 目視

⑩ネジ類のつぶれ、ネジの変形など 目視・触感

⑪扉類、カバー類、丁番、各ネジのゆるみ
やぐらつきがないこと 目視・触感

⑫扉類の開閉がスムーズで、温水器の扉
はロックが確実であること 動作・目視・触感

⑬本体（特に上部）にぐらつきがないこと 目視・触感

⑭ステッカー類のはがれなど 目視

⑮水栓金具の動作確認① 動作

⑯水栓金具の動作確認② 動作

⑰給湯ボタンの確認 動作

⑱給水管、排水管の破損および水漏れの確認 目視・触感

1年定期点検項目

❶浄水器交換（消耗部品） 交換（サービスセンターへ）

❷浄水残留塩素濃度の測定（mg/L） 目視（測定器具確認）

❸浄水確認（臭い・異物）

❹吐水管内部の確認（アルコール洗浄） 目視

❺給湯口・吐水口周辺の確認（アルコール洗浄） 目視

❻吐水口周辺の確認（水道水、通水） 目視

点検者

承認者

このページをコピーして点検にご利用ください。記入した後は大切に保管してください。

点検時に異常を発見したら、ただちに使用を中止し、コンビウィズ（株）サービスセンターまでご連絡ください。

特記事項

定 期 点 検 チェックシート

1年ごと1 年Combi 調乳用温水器CH22シリーズ
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点検項目 点検方法
動作・目視・触感

年月日 年月日 年月日 年月日 年月日

／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／
台 台 台 台 台

日常点検項目

①トレイの設置確認 目視

②給湯口の清掃 目視

③スケール防止キャップ 目視

④メッシュフィルターの清掃 目視

⑤捨て水（温水器） 毎朝使う前に捨て水

⑤捨て水（付属水栓） 毎朝使う前に捨て水

⑥トレイの清掃 目視

⑦内部の浄水器表面の清掃 目視

⑧漏水全般についての点検 目視・触感

⑨コードおよび接続部の点検 目視

⑩ネジ類のつぶれ、ネジの変形など 目視・触感

⑪扉類、カバー類、丁番、各ネジのゆるみ
やぐらつきがないこと 目視・触感

⑫扉類の開閉がスムーズで、温水器の扉
はロックが確実であること 動作・目視・触感

⑬本体（特に上部）にぐらつきがないこと 目視・触感

⑭ステッカー類のはがれなど 目視

⑮水栓金具の動作確認① 動作

⑯水栓金具の動作確認② 動作

⑰給湯ボタンの確認 動作

⑱給水管、排水管の破損および水漏れの
確認 目視・触感

1年定期点検項目

❶浄水器交換（消耗部品） 交換（サービスセンターへ）

❷浄水残留塩素濃度の測定（mg/L） 目視（測定器具確認）

❸浄水確認（臭い・異物）

❹吐水管内部の確認（アルコール洗浄） 目視

❺給湯口・吐水口周辺の確認（アルコール洗浄） 目視

❻吐水口周辺の確認（水道水、通水） 目視

2年定期点検項目

1温水器給湯口の確認 目視

2温水器湯槽内の確認 目視

このページをコピーして点検にご利用ください。記入した後は大切に保管してください。

定 期 点 検 チェックシート

2年ごと2 年Combi 調乳用温水器CH22シリーズ
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『Combi 調乳用温水器CH22シリーズ』取扱説明書・点検マニュアル

点検時に異常を発見したら、ただちに使用を中止し、コンビウィズ（株）サービスセンターまでご連絡ください。

特記事項

3ヒーターの確認 目視

4水位センサー（上部、下部）、
　温度センサーの確認 目視

5絶縁抵抗測定 測定

6コネクタ結線のゆるみや抜け無しの
　確認 触感

7各部の配線、接続部の増し締め
　締め付け確認 触感

8アース線結線接続部の増し締め、締め
付け確認 触感

9給水バルブ 目視・動作

⓾水位センサー（上部・下部） 目視・動作

⓫前面デジタル表示、背面操作パネルの
表示確認 目視・動作

⓬給湯バルブ 目視・動作

⓭排水管の確認 目視

⓮本体カバー、
　調乳カバーセットの確認 目視

⓯運転電流測定（A：アンペア） 測定

⓰温水器の転倒防止対策 目視・触感

⓱調乳台およびシンク台の転倒防止
　対策 目視・触感

点検者

承認者

※上記時間外の温水器本体のメンテナンスに関しては下記宛にご連絡ください。
　その場合は、「コンビの調乳用温水器の件」とお伝えください。
■株式会社日本イトミック　TEL.0570-011039
※受付のみとなります。翌営業日からのご対応となります。
※電話窓口が混雑している場合、アナウンスが流れた後、話中の音が流れる場合があります。
　その場合には、時間をおいて再度おかけなおしください。
※IP 電話からはご利用になれません。

〔受付時間〕 土日祝日、年末年始を除く、月～金 10:00～17:00 　電話 03-5806-4621　ファックス 03-5829-7630 
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日常点検や定期点検で異常を発見し、新しい部品と交換する場合は、
この交換手順書をよくお読みの上、正しく交換してください。

●	1年定期交換部品項目①　「フィルターカートリッジの交換」（P.14参照）

●フィルターカートリッジの交換はサービスセンターにご連絡ください。
●水漏れや器具の破損などによる事故や故障を避けるため、下記の項目を必ずお守りください。
・お客さま自身でフィルターカートリッジの分解・修理はしないでください。
・専用のフィルターカートリッジ以外は取り付けないでください。

注
意

安全上の注意

浄水器 フィルターカートリッジ交換 1

Combi 調乳用温水器CH22シリーズ
部品交換手順書

●フィルターカートリッジの寿命は約1年間が目安です。1年以内には必ず新しいフィルターカートリッジに交換してく
ださい。

	 ただし、赤サビ水などの影響で目づまりし、水栓からの水が極端に細くなったときなどの場合は1年経過しなくても
交換してください。 

●フィルターカートリッジを交換後2～3日間は、浄水後の湯水が微細な気泡により、白くにごることがあります。こ
れは中空糸膜フィルターが水になじむ過程で発生するもので1～ 2分間置くと気泡は消え透明になります。従って、
この状態でも飲料水として問題はありません。

●同梱の交換記録ステッカーに交換日を記入し、浄水器本体などわかりやすい位置に貼付してご利用ください。次回の
フィルターカートリッジ交換時期の目安となります。

● 本取扱説明書・点検マニュアルに従い、正しくお使いください。
● 使用済のフィルターカートリッジは、自治体などのルールに基づき処分してください。

お手入れと点検の方法

各調節ネジⓐⓑⓒの調節は、必ず手まわしドライバーをご使用ください。手まわしドライバー以外での調節は、
機能不良となることがありますのでおやめください。調節ネジの調節範囲内で上下の丁番を同時に少しずつ
バランスよく調節してください。

注
意

扉の取りはずしと取り付け方法

調乳台扉およびシンク台扉の交換手順2

●扉の取りはずし方法
A（レバー部）を引き上げて、扉を
取りはずします。

●扉の取り付け方法
Bから差し込み、
Cを押し付けて扉を取り付けます。

A
(レバー部)

丁番

扉

上面図
B

C

扉

丁番 上面図
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『Combi 調乳用温水器CH22シリーズ』取扱説明書・点検マニュアル

調乳台扉およびシンク台扉の調節方法

調節ネジⓐ
（前後）

調節ネジⓒ
（左右、傾き、かぶせ量）

調節ネジⓑ
（上下）

プラスドライバー
No.2

丁番

座金

LA
M
P

前後調節
調節ネジⓐで扉を前
後に動かし、適当な位
置を選びます。

傾き調節
調節ネジⓒを左右に
まわして行います。

上下調節
調節ネジⓑで扉を上
下に動かし、適当な位
置を選びます。

かぶせ量調節
（扉の左右調節）
調節ネジⓒで扉を左
右に動かし、適当な
位置を選びます。

ミニセラ水栓カートリッジの交換手順3

ミニセラ水栓カートリッジの取りはずし方法

ミニセラ水栓カートリッジの取り付け方法

ミニセラ
水栓カートリッジ

水栓蛇口用ハンドル

1 	 水栓蛇口用ハンドルを引き抜く。

2 	 スパナ、またはモンキーレンチでⒶ部をゆる
め、ミニセラ水栓カートリッジを取りはずす。

1 	 新しいミニセラ水栓カートリッジをご用意いただき、上記の「取りはずし方法」の逆の手順で取り付ける。
※水栓蛇口用ハンドルを取り付ける際，ハンドルの向きに注意して取り付けてください。

水栓蛇口用
ハンドル

ミニセラ水栓
カートリッジⒶ

※CH22-3/4の場合

※下図の座金はCH22-3、CH22-4専用です。CH22-1は座金の形状が異なりますが、扉の調節方法は同じです。
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Combi 調乳用温水器
CH22シリーズ

保 証 書

納品から
正規のご使用下で1年間

温水器の製造番号
を参照ください。

製品種類

お客さま

製造番号

TEL. （　　　）　　　　ー

年　　　　　月　　　　　日

お名前

ご住所　　〒　　　 －

納 品 日

保証期間

販売店名

取扱説明書および本体注意書きラベルなどの記載内容に従った正常な使用状態で故障した場合、本書を提示
の上、販売店または下記コンビウィズ株式会社にご連絡ください。保証期間内にて無料で修理いたします。

●保証期間中であっても、次の場合は有料修理となります。
①本来の使用用途以外でのご使用に起因する故障。
②適切な維持管理を怠ったことに起因する故障。
③メーカー、販売元が指定する業者以外の修理・調整・
改造に起因する破損・故障。
④保管環境の影響など本製品以外の外部影響に起因する
破損・故障。
⑤ご購入後の輸送、落下などに起因する破損・故障。
⑥経年劣化、消耗部品の過酷な使用状況による故障。

●上記保証は日本国内においてのみ有効です。
●温水器本体およびキャビネットの定期メンテナンス、浄水器の定期交換を実施しなかった場合の不具合は対象外です。
●生産終了後の製品については必要部品の在庫がなくなった場合、修理できないこともあります。
●この保証書は、本書に明示した期間、条件のもとにおいて無料修理をお約束するものです。したがってこの保証書によっ

て法律上の権利を制限するものではありませんので、保証期間経過後の修理についてご不明な場合は、サービスセンター
にお問い合わせください。

●保証書にご記載いただきました個人情報につきましては、個人情報保護法の規定に従い、お客さまの故障修理について
のみ利用させていただきます。それ以外の用途には利用いたしません。

※定期点検の結果、不具合発生が認められた場合は、上記範囲内での保証とさせていただきます。

⑦水質汚濁（赤錆も含む）による目詰まりや給湯不良。
⑧規定電圧、水圧等を超えたことによる不具合、水漏れ。
⑨天災 /天変地異 (火災、落雷、噴火、洪水、津波、地震 )、
戦争 /暴動等による不具合。
⑩本書に納品日、お客さま名、販売店名の記入の無い場合、
あるいは字句を書き換えられた場合。

⑪本書のご提示がない場合。
⑫有料修理の場合に要する発送運賃。

〔受付時間〕 土日祝日、年末年始を除く、月～金 10 ： 00～17 ： 00

30



本マニュアルは、コンビウィズ ホームページ（www.combiwith.co.jp）からも
ダウンロード（PDF）できます。ご活用の程、お願いいたします。

○本書に記載されている文章、イラスト等の無断転載を禁止します。
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●製品に関するお問い合わせ

本社/〒111-0041　東京都台東区元浅草2-6-7
URL/www.combiwith.co.jp 

● 修理・点検に関するお問い合わせ／コンビウィズ㈱ サービスセンター　
 ［受付時間］ 土日祝日、年末年始を除く、  月～金 10:00 ～ 17:00

 TEL.03-5806-4621 FAX.03-5828-7630


